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西アフリカのア 7 リカ入商人と市場（下)

矢 内 原 勝
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- C • ■ ..
1 貨幣の使用 （

貨軟につぃては/ もる社会に貨幣がすでに導入されてぃても，これば価値基準であるとともに 

「特定のJ 目的6 7 こめの支払ぃ手段• 入手手f受でおることネある。支仏ぃの特走の目的とは税や前金 

であり，A 手の特定の目的とは威信と儀礼的収引，たとえぱ血♦関係を結ぶための資（bloodwealthy 
と婚資（bridewealth)である。货幣形態でしか納入を認められなぃ課税は,植民地政府もしくは白人 

経営めプランチーシ3 ン農讓と鉱衆が，ァフリ力人労働者を徴集する目的で美施されたとぃう見解 

' もあんが，結架において'はたとえそうで’あゥても，金オめの課税の本来の目的は税収にあったのでは 

なぃかと考えられる。 . V . ,.
注（1 ) Bolmnnan and Dalt6n, "Introduction,’’ Bohannan〔4〕，12.

r T ~  17 ( 4 6 J ) "
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西アフリカのアフリカ人商人とホ場（下）

このような伝統的社会では，貨幣は一般的な交換手段ではない。西アフリカでは，貨幣の使用は 

ヨ 一 口:ッバ人ip侵入以前から行なわれていた。す ;^わち物々交換だけが交換の形態ではなかった。 

19世紀を通して少量の取引には宝貝，大量の取引に•は奴綠が货幣として使用されていた。宝貝は， 

しかしヨーロッパ人によってインドとサンジバルからもち来らされたとすると，宝貝による取引 

の歴史は古くなく， ヨーロッパ人によるアフリ力沿岸贸易に始まったということになる。 ナイジ 

リアのIboland内のA fikpoホ場の研究によると，1 8世紀から1 9世紀に移る頃，Afikpo市場の多 

くの商業は物々交換によった。ヤシ油を入手したい人間は，商品，おそらくはヤムをもってこなけ 

れぱならなかった。貨幣が存车しなかったわけではない。 しかしこの貨赂は約3 フイ一トの長さの 

真餘または銅の棒（rod )であって，大きな単位であり，主として高価な商品とくに奴毅の取引のた 

めに用いられた。奴綠は商品であると同時にそれ自体貨幣であったことになる。宝貝と金属製の指 

輪, 腕輪，足 輪 （m anilla)は東部ナイジュリアの他の地域では重要な貨幣形態であった力V  Afikpo 
では用いられなかった。金属の棒もナイジュリアでは産出せず,’ヨーロッパ商人によって沿岸地帯

(3)

から入ってきたものである。つまり， これらの商品貨軟の特色は流通地域では生産されないという 

ととであって，だからこそ希少価値をもった貨將となることができたのであろう。

真錄棒は3 — 口ッバ人がこの地方を占領した時代に3 シリングの価値をもち，銅棒は6 ペンスで 

あった。 これらの棒は商業（取引）と同じく，贈物，葬儀，称号その他の儀礼のための支払いに用い 

られた。2, 3ポゾドの価値の真餘棒を所有している男は金持とみなされた。 しかしながら，Afikpo 
の経済社会では，財産所有は血縁（lin ea g e),家系 （clan) および居住民のグループの共同所有セあっ 

た。他方, 商人が金厲棒を携帯するに際しては，二重にまげ，布で包んで頭上にのせていたが， こ
(4)

れは所有者め富の程度をかくすためであゥた。この行動は一*方で商人の後述の交渉力の強さを増し 

他方で親戚等からたかられる危険から逃れるためと思われる。

宝は運搬にあたって扱いにくく不便であった。他方，奴織は獲得するのが困難となった。そこ 

でイギリスの硬貨が1 9世紀後半に西アフリ力に導入されたが，最初はこの試みは成功しなかった◊ 
これは硬貨の単位が西アブリ力商業の取引の単位としては大きすぎたからである。1908年 3 月に 1 
ぺニイとその1 0分の 1 単位の硬貨が導入されて，宝貝の使用ははじめて代替された。 しかしなが 

ら1930年代までは，ある地域ではなお宝貝が貨幣として使用されていた。宝貝 150個が 1 ぺニイの
(5)

価値とみなされたという0 

今日の西アフリカでは国家機関の発行する貨赂の使用は広く普及している。 しかしながら，1956 
ギに西アフリカを旅行した私は，銀行に行けぱ交換してくれるにもかかわらず, なお?IT場ですり減

注（2 )  HocMer〔11〕，ィもまた，N cw ly n〔15), 26 参照。

( 3 )  Ottenberg, op. cit, Bohannan〔4〕，123-4.
(4 )  Ibid., Bohannan O O ,124.
(5 ) Hodder CllDi 46-7,



西アプリ力めアフリカ人商人と市 場 （下）

った硬貨を出すと， このおかねはよくない， といって拒否された経験がある。他方で紙幣は--般的 

に流通しているのである。このととはアプリ力人の頭の中では， お貨幣g 体に価値のある商品貨 

幣と，一般に受容されるか:ら貧幣として通用する近代的貨幣の概念が混在していたことを示しズい 

る。

2 交渉ニ駆け引きによる取引

西アフリカ市場の第2 の特徴は，取引の方法が交渉ニ駆け引き（bargaining) であるととに見出さ 

れる。売り手と買い手は虚々実々のけ引きを行なう。買い手は何度も店から立ち去ろうとし，売 

り手は売りつけたい商品を持って泣かんぱかりの声をあげて買い手を追いかけたりする。取引の商 

品の単位は教でもり，あるいは容器（ケロシンやタバコの空きカン等:）であり，目方を測るという慣習 

はなか<>(^。そして取引は一定の量の商品に対して価格を調整するよりも, むしろ一•定の予算額を 

提示して，量を調整することのはうが支配的な方法ではないかと思われる。屋台での食まの場合に 

も，添加される調味料である角砂糖をどれくらい削り加えるかが，交渉の対象となる。

統一された量の測定の規準がないので，売り手は量を少なくするために，容器をへこませようと 

するし，買い手は手を使ってなるべく多く. の量を容器に押しこもうとする。 日本でも米を消費者に’ 
売るとき，商人はマスに手をかけて- 見米をマスにみたしながら,なるぺく実際に米の入る量を少 

なくすることが, 商人の腕前だといわれた。このようなトリックが一般に社会的道徳のなかで不正 

とみなざれているのか，それとも不正でゆないのかが問題であろう。

輸出用商品の場合には，港から積み出される時点では，もちろん一定の品質と量を要求される。 

たとえぱガーナ牛ナイジ:£ リアなどで主要輸出品でもるココア（豆）はマーケッチィング，ボードと 

いう政府買付け，輸出独占体の下におかれている。ボードは買付け人を公認するが，この認可買付 

け 人 （licensed buying a g e n t )はココアを買い付けるに際し， ココアはプフンア一ション廣業レよゥ 

て生産されるものではなく，遠く散在しているアフリカ人農民によって栽培されているので，ま荷 

の仕事を中間商人に委任する。中間商人の職務は，買付所（buying station or point) で品質検査を行 

ない，种量したものをタ定価格で買付けることにある。 しかし中間商人もまたいつでも直接農民か 

，らココアを買付けるわけではなく，多数の副買付人（suWbuyer).を農村や局地的市場に配置し'賈 

付け網を作って'いる。副買付人は重量を坪って買付けるので，坪 量 人 （scaler or scale-buyer) と呼ば 

れている。副賀付人の下には，さらに r u n n e rと呼ぱれる助手がいる。実隙に農民の間を走り回ゥ 

てココアを银めてくるのはru n n erである。ナイジェリアのO ndoと B en in地！̂では， pan-buyer 
と呼ぱれる商人がいる。彼らは目方ではな< , p a n やケロシン赚で少霉のココアを農民から買って，

' m
副買付人または中間商人に売る。

(6 )  Hodder (IV), 88. ‘ ‘ '
( 7 ) B aldw in〔1〕, 30.ココァ貿付機構につ'̂ 、ては Bauer C33. Part 4 end 5, T J .A .a〔17〕, U.A.O. (̂ 18〕，矢内原〔20；)参照。
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• 西アフリカのアフリカ人商人と市場（下）

商人は利潤を得るために，前述のよう}こさまざまのトリックを用いる。ナイジェリア警察は毎年 

認可倉ぽの衡量器の檢查を行なP が，ぞり他の倉® や奥地の衡量器まではとても手がまわらない。 

多くの衡量器は;100ポンドにつきI4 ポンド， ときには28 ポンドも少なく示すように細工してある 

といわれた。

また農民の文盲とイギリス式衡量早位についての無知を利用し， 1 袋と 1 0 0ポンドを混同させ， 

1 9 0ポンドのココアの入った袋が1 0 0ポンドとして取引されたりする。さらに農民もまた中間商人 

も，その上の段階の® 人に販売する場合，できるだけ多くの劣質のココアを混入して，品質検査に 

通るギリ¥ リの袋を作ろうとする。

マーケッチイング，ボードは認可買付人に対して買付費を支払い， この買付費のうちには中間商 

人に対i •る季数料が含まれている。 しかし副貿付人とそれ以下の末端買付人はボードの直接の統 

制下になく，公定報酬が支狂 れ̂ないので，彼らは公定買付け価格制揮の下にあって，主として商略 

と欺滿によって利潤を抽出するほかない。彼らは，輸出商品を中心とする近代的貨幣経済部門と伝 

統的自給経濟部門をつなぐパイプの役割を果している。これらの商人は， したがって近代的マーケ 

ッナイングと伝統的マーケッチイソグの間を縫って介在しているめであって，ここにも二重痛済構 

造が反映しているのであ'る。

輸出商品から一般的市場の「交淡J に戾ろう。市場での買い手と売り手との交渉には，暗黙のル 

'一ルがあるようである。買い手は同時に2 , 3 の売り手に近づいて話しかけることはあっても，買 

い手が一軒の店に立ち止れぱ, どのように交渉が長引こうとも' , 取引が成立するか，買い手がその 

店で買うことを断念するまでは, 競争相手の売りキはま分の店に買い手を誘っては)!:らない。価格 

'はどんなに高 <：ても買い手が同意するかぎりはさしつかえない。また取引が成立せず,買い手が次 

め店に移った場合，その店の売り宇が第1 の売手よりどめように低い価格をつけようと勝手である。 

ただし，あるホ場で同一商品について最低価格が決められている可能性はある。少なくとも大量の 

取引については，価格は市場の商品グループの長たとえぱクイーン《マザ一に相談して決定される
(8) .

ようでもる。ガーナの市場では同一商品の価格が小売り商閩ではぽ同一になるよう，クイーン .
(9)

ザ一が調整するといわれる。 ，

交渉力の强弱は市場の需要と供給の状態に依存するととはもちろんである。角料の場合，生産者 

に直結'する商人の売り手としてめ地位は,その産物がその地方の特産物であれぱ交渉力は強くなる 

し， くさりやすく，貯蔵設備のない'とこもでは旧くなる。また商人が商品を頭にのせて遠くの市場

まで運んで行かなけれぱならない場合にほ, 売れ残りを持ゥて帰りたくないから，売り手の交渉力
(10)

は弱まるのは当然セある。熱帯の市場れ午後になると署くなるし，家に帰って農作業をしたり食事

( 8 )  Hodder O -l), 89.
( 9 ) クィーン，ャザ一に'0 いては Lawson, op. cU., Wheth^m (19'), 180-3.
(10) Lawson, &p. ctL, W hethani〔19〕，177*

20(464)



西アフリカのアフリ力人?^人と市場f (下） , .

を準備b たりしなければならない女商人は, 早く売りたいと思うから,これもまた泰り手の交渉力 

を弱める耍因の1 つである。A c c m のホ場では多くの商品についてrま由市場」え;あり，これはク 

イーン，ブザーの統制外におかれている。 しかしこのために割り当てられているf e射はせまく，陽 

にさらされているので，頭上に連べる量の商品しか蓮び‘とめない r自i i f e 人J l i 早く らなければ 

ならず, とのためg 由価格がクイーン . マザーによる制整価格に影響^^ネ^:ヒろは小きい。

市場では価格が掲示されていないので，取引の成立には時間力‘♦パ、かる。 日本では少なくとも消費 

者が消費財を購入する市場では, 正札服売が行なわれている。たとえぱ主婦は， 日常の買物では正 

札どぉりの価格を支払うのが慣習であって，値弓Iの交渉t i しない。ただし， とくに値の張る耐久消 

費財の場合には， 日本でも価格の交渉の場が残されていることは事実であろう。

他方，アフリみを含め発展上国の伝絲的市場では正札などというものぐをき在しない。私の痛験 

からいえば,売り手が1 0 0 0円といえば買い手は100 R から始めて，3 0 0 内く♦らいで女渉が成立す 

る。グループの外国旅行者の買い手と単数の売り手が相対して，最初に買った人の価格に比較して， 

そのホ場をまるべく自動享に乗り込んでまさに走り出そうとしていると‘きに, 車と>きから商r?ロを差 

しのべた売り丰に対して成立する最後の買い手の価格は3 分の 1 であるかもしれない。壳り手は， 

前に売，た価格より安いから，これは特別価格で前に壳ゥた人には黙てレ、そくれとぽむ成どう 

せ買い手は同じグループの人だし売り手も黙っていて  <：れるとは期待せず, これもt お買わない 

が, しかし潜在的買い手である人への商略にちがいない。 せらず交渉した買い手は,性急な買い 

手に]：匕べて，はるかに低い価格で同一商品を入手できることは事実だが，こめ取引には時間と忍耐 

と巧みな駆け引きが必耍である。

私が西アプリ力のある市場を歩い,ているとする。 どこからともなく1 人の男が現われ,追っても 

迫ってもゥいてくる。私は仕方ないから彼をガイドとして雇い，いくらかの報驯を支仏う£ とを決 

意する。それはそれセよい。彼は私に，私の宿泊地まで帰るには歩くのはたいへんだから自転を 

借-りてくるという。借り質はレくらだときくと， 1 時間 2 0 0円だという。 しかし私の視界に貧し自 

転，屋が入る。おまえは必要でナぶい，私はあそとに行って直接ま転車を借りる，というと，自称ガ 

イド君は，ややあわてて, ャスター，私0 分とマスターの分と2 台ま転車を借りてくれれぱ，マス 

ターがどこで乗り捨てても私が貸し自転車屋に返しに行く':^、ら1 5 0円くれという。私が，これは使 

利★ 妥当な価格だと思えば, そこで交涉が成立する。実際には彼は40 円で借りる交渉をする力ぃ 

もしれないが, それは私にとっては不満を生t f 要因とはならない。

しかし，とにかくこのようなま渉は時間がかかる。I♦間 消 費 的 aimewnsuniing) な取引が適ザな 

資源配分の手段であるかどうかは，余暇の限界効用ないし逆にいえば，時間を消費することの眼界

注(11) Doi*jahn, op, eiL, Bohannan〔4), 65 食照。

(12) Lawson, 6p‘ eな",Whetlmm〔10!), 181-2.
一—■ 21 ( 4 6 5 ^
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西アプリ力のアプリ力人商人と市場（下）

苦痛に依存する。たとえアフリカ人の余瑕と財（所得）との選好が合理的に行なわれて，現在の労働 

投入量が適正なものであっても，先進国の標準的労働時間に•比べれぱアプリ力人のそれは想かい。

そして性別にもとづく農家の分業形態からいって，妻と娘たちが市場で時間を費やすことは家計に
(13)

とって大きな費用を意味しない。商業はパートタイムのいわゆるアルバイ卜であるとすれぱ，この

タイプの商人は主要所得蔣を商業に求めず，商業は特定の財の購入のためのものでちり，その意味 

で彼らは target-trad erである。 し'たがって，彼らの余暇の限界効用はきわめて低いであろう。ま 

して市場に出かけて取引に時間を費やすこと自伴が楽しみであるような場合には，交渉の時間の長 

さは非効用ではなくて胡用そのものである。時間的な制約のる外国人旅行者の買物が，アプリ力 

人商人にとって法外な利潤抽出の機会を提供するのもむりはない。 ‘
アフリ力市場での取引の方法が正札販売によらずに交渉によるもう1 つの理由は，前述のように, 

市場に登場する人間の大部分が文盲であるという単純な事実からきている，

3. 多数の商人と少量の取引

第 3 のアフリカ商業の特徴は，商品の取引量に比べて商人の数の多さである。ナ イ ジ :n リアの 

Ib olan d内にあり，ナイジャー川に沿った商業の中心として起り，さきごろのビアフラ戦争の際 , 
Ib o族の大きな拠点となったO n itsh aの人口は，1953年に *76, 9 2 1人であった。 1955年に完成した 

O nitsha市場は15* 8 ユーカーの面積を占める。 これは 3 , 2 6 4 の売店用の区劃（s ta ll)を含み， 1 区 

劃の賃貧料は月に2 ポンドであった。 しかし通常は1 区劃を数人で占めるので，使用者の数はこの 

数宇をゆるかに上回る。区 割 (売店）の状況は第4 表のようになっている。

第 4 表 Onitsha市場の売店 （店数）

露 店 部 分

覆いのある部分

露 店 （opeh stalls) 1,624
肉 屋 （meat tables) 116
戸綠りできる店.(lock*up stalls) 24

1,482
(出所〉 Hodder〔11〕，238.

露庙では食料が主要商品であり，その使用者の大部分は小規模の女商人であって，その数は約  

もOpO人である。肉部門と覆いのある部門でも，屋 台 （tab le)あたり約2 人の使用者があるので， こ 

の市場の店主の数は7, 000人以上でちる。O n itsh aの主要市場の売り手の数は内わに息積っても

8, 00 0人であり，各店主は2 , 3 人の助手や親戚を使っているので，市場の服売活動に従事してい
(14). , .

る人間の総数は約25, 0 0 0人にも達する。

注( 1 3 )余暇と労働投入については，矢め原〔23：) 参照。
(14) Hodder r il〕，237-8.
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西アフリカのアフリカ人商人と市思（下）

ガーナの局地的小市場には，巡回商人（行商）が規則的に訪ねてくるが，人口 5 0 0人以上の村は少 

な < とも1 つの市場をもつ。国め平均では200から 3 0 0人につき1 店である。小さな店は月に約50 
から 7 0 ポンドの売上げがあり，そのうち利潤は5 から 1 0 ボンドぐらいであろう。農村のま人は実 

は生ま者でもあり, 商業はパートタイムの活動であって，ネの生活は商業所得だけに依存している 

わけではないことは前述のとおりでもる。

A c c r aや K u m a siのような大都市の市場では， 都市人口の増加に市場の発達がおくれている。 

A c c r a市場には毎日25, 0 0 0人以上の商人が登場し，そのうちの85% は女である。またこのうち約 

5, 5 0 0人が賃貸料を支仏って店を出している。1959年にはA ccra市填の商人の毎日の平均売上げは 

7 6 シ、) ングであったが,，半分以上の売上げは4 0 シリソグ以下であり，最高め売上げは肉屋で次は
P、'

輸入ざれたホの販売である。利潤率は売上げの2 0 から 30% で，したがって平均の粗利潤は1 日に 

1 5から 2 2 シリングであった。ただし 35% の店の粗利制は6 シリング以下であった。！959年以降は*
園 園 .. ■ ，園 .

価格と， したがって利P は 50 % 以上上昇している。

Astrid N y p a n の ' A c c r a市場調査によると，サンフルのうちその半数は1 日に2.ホント以下り 

売り上げで，約 3 分の 1 は 1 日 1 ポンド以下セある。 10%の利潤率.と年間3 0 0 日の労働日を仮定す 

えと，サンプルの3 分の 1 の年間の稼得額は3 0 ポンド以下となり，また 25 % の禾1}潤率の仮定の下
■ (1マ） ’

では，年間 7 5 ポンド以下となる。

なお，この市場内でも一般のアフリ力市場と同様に，卸売り商人と小売商人とが共存しているが,
純粋の卸売り商人は約么％にすぎず，大多数の商人は者を兼業している。

Y oru b a市場では，多くの場合に商品が1 日のうち5 慶も商人の手から手へ移る。 市場でめ売り
(18)

手め数は多く，1 人あたり取引量は少なく，輯争が激しく，利潤は小さい。おそらくこれはYorub*a 
la n d だけではなく，西アフリカー*般にみられる特徴であろう。.

前述の商人のバートタイマー的性格は，商人の数を多くするとともに，利潤を小さくする要因と 

なる。これも前述のように，市場に出た主婦商人は家政上また熱帯の気候上，早く家に帰らなけ 

れぱならないので, 価格を下げでも持ってきた商品の全量を早く売ろうとする。シェラ * レオン中 

央部の M a g b u m k a市場では，「早い'1、銭は遅い小金にまさる（Quick pennies are better than slow
(19)

s h i l l in g s ) jといわれて’いる。.
1 人の商人の収弓I量が少ないという‘ことは，道路翻の発達とトラックの導人および鉄道の発達以 

前の時代では,ツエツ：n ぱえのために貨物運搬用に有効な家畜'が利用できない西アフリ力では，主 

要な運搬手段は人間の頭上であり， 1 度に述ぺる商品の量が限定されているということからもくる》

注(15) Lawfion, op. ciL, Whetham〔19エ178.
(16) Ibid,, W hetham〔19；) ,1 79‘
(17) Gariick〔8), 49.
(18) Hodder (IIX 92.
(19) Dorjahn,ゆ. c i t ,  Bohannan〔4〕，65.
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. 西アフリカのアフリ力人商人と市場（下)

道路網と鉄道および水の利用できない奥地では，今日なおこの運搬方法が支配的である。.
商品が生産きから消費者（海外の消費者をも含む) へと移ってゆく過舞で，生産者が個々の，民でも

れぱ，その最初の段階の商人の数は多く，取引量は小さい。また商品が逆に生産ま■(海外の生産者を

も合む) から消費者へと降ジてくる場合に，消費者の所得が低ければ販売単位は小さくしなくては

ならない。日本でも敗戦直後にはタバコのバラ売.りが行なわれた。今日ではタバコの1 本や2 本は道

で容易に拾える。1956年に私がイタリアを旅したときには，露店ではタバコをバラ売 h していた

これにっいて私に夢えられた説明は，たとえぱ映画iを見にゆくとき，映画を見ながら喫煙するため

に(一般にヨーロッパの劇場は禁煙ではない) ★1 , 2 本のタバコがいると思う人が買うのだと 、,、うもので

もった。アフリ力市場での消費者への服売が小単位であり，具体的にはタバコのバラ売り1 片 3
(20)

ペンスの石けんの削り売り，4個 3 ペンスの角砂糖のバラ売り等は, まさに消費者の所得の{成さか 

らきていると思われる。

次に考えられる商人の数の多さと1 人もたり取引量の少量の要因は，非経済的なものであるn 前 

述のように,局地的市場でのま婦の市場へ行く目的は，必ずしも商業による利潤の獲得だけではな 

い。シェラ . レオンの M ayasbの農民がトラックに乗って自家の農産物であるバナナやオレンジか 

首鄙 の F reetow nに売りに行くのは，運質の高さがF reetow nという新奇な都会を見たいという願 

望によって相殺されをこと，逆にF ree to w nの女商人がこれらの農産物を貿付けにM aya soに行 

く場合，彼女たちはトラッタ運較手の要であって，運賞を費用として勘定に入れないこなどは 

商業利潤が低くてもなお取引が行なわれる事情を説明する。

ア7 リ力人商が最も低い価格をっけた生産者ないし商人から購人し，最も高い価格をっけた消 

費者ないし商人に販売するという行勒をとる力V とい う問題がある。，

ンゴのB la?zaY illeおよびマラウイのこの問題にっいての評量的研究は，アフリ力人が自分の 

所属する社会的グルてプっまり部将の人間には，それ以外の人に対してよりも有利な価格で版売す 

るかみいう海にっいて，社会的グループは価格決定に対して決定要因ではないという仮説を支持し 

ている。またY orubakndでは，多くの農民は分の妻よりも，関係のない女商人に生産物を服売 

.したはう力、, . より高い価格を得ると信'じている。他方，シェラ• レオンのbonga (魚の種類〉の激師.
，前述のよう.に妻にこの魚の購A の最傻先権を与える。内陸のMagburakaからこの魚を買いに 

ぐる商人は，’轉嫁漁師から貿うが，もし商人が魅力的な女である場合には，漁師の妻は夫,とこの女 

との関停につV、て疑'食を抱： 反対に，Magburakaの男は，その若い魅力的な妻に魚を商なうこ

法(20) Lawson, op. cit., Whetham〔19〕，179,
(21) Dorjahn» op. eiL, Bohannan ④ ，81.
(22) Dean〔7：), Ch, 6 とくに114.
(23) Hodder〔l l〕，72,
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西アプU力のアフリカ人人と市場（下）

とを許さない。なぜなら, このような女商人が海師に好意をみせるととなく，魚を貿入れi ことは 

できないと信じられているからであ(る)。 とにかく M agblirakaでは農民は1 人の特定め商人へ売り， 

特定の商人から買い，また前借する。

また♦くの消費者が ロッパ系商社や富裕なアフリ力人の小売店よりも,市場の女商人から實
(26) ， V-

うことを選好するのは，商品服売に伴うサービスのためかもしれない。

このように, 諸事例研究の結果は必ずしも同じ方向を示さない。 しかし一般的にいえることは， 

西アフリ力では商人の数が取引量に比較して多く， したがって1 人あたり取引量は小さく，利潤が 

少ないととである。 これは西アフリカ'の生産要素賦存量が労働者数よりも， 1 人の労r t者 （農民， 

商人）の余暇が多いという意味で，労働力';;^富で資本が希少であることの反映である。

ココア貿付機構め中で, 中間商人の数が多数でもることは，不必要に浪費的であり，中間商人は‘ ■ . . ' J - ,
生産者と賈付tfe社双方を拷取するという見解がもった。とれに•対して R T . B a u e rは，前記の西ア 

フリ力は資本に対して労働が豊富な要素賦存量をもつととと， ココア買付にプリ一ユントリーがあ 

るかぎり，競争原理が中間商人の利潤を不当に高くすることはありえない， という根抛をもって，2̂7} (28)
前記の主張に反対している。中問商人についてはK. D .S. B a ld w inも B a u e rと同じ見解でもる。 ' 

今日アフリ力市場に登場する商人は素人的な未熟練労働であるから,これによって良質の労働をそ 

の他の生産活動に解放すと力、，女商人にとっては商業以外の雇用機会が存在しない，という見 

解は，同じくアプリ力商人の多数と取引量の小ささと，利潤が少ないにもかかわらずなおこの般態

の商業がアフリカの現状では最適な資配分であるという仮説を支持する♦

' ■ ( ■ '
V B 商人の出自と工業資本家への解化

.，，， - '  * ■' . ■

生産者が自分の生産物を販売しに行く場合には，資本金の必耍はないしもし少額の資本が必襄 

であれば，商である妻は夫から借りた。大都市の市場たどえぱA cc raの市場の商人の多くほ， 

♦の ぽ テ 2 0 ポンド以卞の小參本で開始したn K u m a siおよびA c c r aの市場での商人の学歴調查の
' (32) '

精果ま配的なものぱ中学卒で、，これがK u m asiで 51%, A c c r aで 41%を占めている。商市での 

商店の設立は第2 次大戦後が多く，’ インタビューしたものの3 分の 2 でちった。2 0 0 の☆業の調查

注'(24〉 Dorjahn,ゆ‘ e化，Bohannan〔4〕,. 67‘
(25) Ibid., 87.
(26) Hodder〔11〕，92-3.
(27) Bftuer〔3), 204, 208.
(28) Baldwin (X), 32-3,
(29) Lawson, op. cit., Whetham〔19〕，189.
(30) Hodder ひ1〕，92.
(31) Lawson, &p‘ ciL, Whetham〔19〕, 179.
(32) Garlick〔8〕, 32-3.
(33) Ibid., 34.
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西アフリカのププリカ人商人と市場（下）

によると，設立資本は2, 3 ポソドから数千ポソドまで幅があるが，大多数の商人は2 0 0ないし300 
ポンドで始めた

店を開くために蓄積された資本金の源泉について, A c c r aの 1 1 8の事例のうち，8 9 は，それ以 

前の職樂からの稼得である。それ以前の職業の3 分の 2 は仕立屋または商業であるが，これらは自

分自身の店ではなかった。19^1例は親戚からの贈与，9 事例は借金でそのうち8 事例が親戚からで
(34)

あっだ。Kumasi ^ ついての調查結果もこれにきわめて類似している。

商業を企業として開始した企業家は，その金業を発展させ，より大きな企業と競争するためには

資本が少なすぎることを歎きながら，稼得した利潤からこの企業には再投資せず,他の分野に投資
(35)

する。他の分野の主要なものは2 つあり，家屋の建集とココア農園の開設である,
商業資本家がこのような多角経営にのりだす理出には，通常いわれる所得の安定化以外に，いく 

らかのアフリカ的特色をみることができる。

商業の利益が不確実，不規則ということのほかに，企 業 （business) はその創始者個人に依存して

おり，彼が病気になると'，ときには妻あるいは親戚がこれを継統させるが,誰かが完全に引き継ぐ
(36)

ということはまれである。企業が競争に負けて撤退したり破産したり，または企業家が病気になっ

たり死んだりすると，そ© 企業は消滅してしまう。企業家は自分の子供や親戚の子供の教-育に熱心 

であり，一̂；族のなかの優秀な子供の教言費を負担することもある。 しかし教育を受けた若者は職業 

として商業につくことは威信を傷つけるものとみなし自由業，公務員，公共機関，大企業へ就職 

する傾向がある。

また信頼できる部下をみつけることが困難なので，企業家は企業規模を彼1 人の統制できる規模 

にとどめようとする。

このようにして企業は創始者個人の名声と結合していて， 2 代目へは引き継がれず，彼が隠退す
V ‘ '

るときに商売もやめてしまうのである。

これと対照的に，家屋と農園は1 代かぎりでなく永続する資産とみなされている。dk業 家 （商人） 

は，高給を受けとっている教まある人に比べて,家屋建築のために銀行からローンを受けることが 

むつかしいにもかかわらず, 自分め貯蓄から家屋;建設費を抬;出する。彼が最初に建てたいものは故 

鄉の住宅である。 これは自分とその家族のためのものであって，賃贷収入が目的ではない。家族が 

敌鄉を離れて生活し働いているときには，大きな家は年に数度のお祭りや家族会議のときぐらいに 

しか使われない。彼ら自身もとのような家族の生活のためには不必要に大きな，立派な家を建てる 

よりも，賞貸のための家屋をもちとちに建てたはうが利潤のあがることは心得ているでちろう。そ 

れにもかかわらず，まず自分の家を故郷に建てる動機には， &派な住宅の建設がま分の立身出世な

法(34〉 Ibid,, 36.
(35) Ibid., 54-9, 110-
(36) im . ,  112.
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西アフリカのアプリ力人商人と市場（下）

いし威信を示すもの， という社会的価値観のはかに，自分自身の老後のためと家族のため，という 

保障の考えがみられる。

ココア農園もまた永続的資産とみなされているために，投資対象となる。補助的所得源をととに 

求めるとともに，やはり自分の老後と家族のための保障が，農園開設の動まである。ただしなぜコ 

コア農業がとくに投資先に選定され，他の作物ではないのか，という問題が残っている。1961年以 

降，都市の食料不足によって，食用作物め価格がココ、ア生産者価格に比べて有利に励いていたにも 

かかわらず，彼らは食用作物栽培に着手し, 農業経営を多角化しなかった。この原因は,ココア生 

産は，ガーナの最大の輸出用商品として国民の間によく知られていることがまず第1 ，次に'^'-ヶ 

ッティング . ボード9 政策の変化にともない，またココアの世界市場価格の変'動に感響され，生産 

者価格は世界市場価格とのリンクを切断されながらも变動するのであるが，ガーナ人の心理として 

は， ココア生産は最も安定した所得源として印象づけられているのではないかというのが第2 点で 

ある。第 3 点は食用作物の栽培には彼らはなれておらず，自分が農場を見回りに行けなければ不安 

でちるし，遠隔の所に鳥があれば輸送の問題も生じて，食用作物価格の変動に生産が十分敏速に反 

応できないということでもる。

一般的にいって，家屋とコ.コア農園への投資の目的は，. 利潤よりも安全保障におかれている。こ. 
の 2 つに次'ぐ投資対象は，，前記のように教育である。 2 人目の妻をめとることは投資というより消 

費であろう。ただし各妻に自分の所有する各地の農園を委任することは可能であるから，第 2 のぎ 

り獲得は消費とぱかりはみなされない事情ももる。

一般的に® の社会保障制度が整備されていない社会では，それに代替するものとして，大家族制 

がある。 日本もアフリカと同に西 3  — 口ッパ社会に比較すれは* , 都市に出た労働者が失業すれぱ, 
故郷の農家に帰り, その'家族の一貫として扶養してもらうという形での失業に対する保障が行なわ 

れている。アフリ力人商人が商業は一定の規模にとどめて，家屋とココア農園に投資するのも，長 

期の観点からの彼およびその家族の安全保障のためである。故郷の家屋への投資という点では，ア 

フリ力商業の中間層を形成するレバンド人も同様である。彼らは相当の現金をもっているにもかか 

わらず，そ^^店舗ゆ概して中規摸であり, その生活はつつましい。彼らは貯蓄を国外に預金し，故 

鄉に家屋を建て， るいはラチシ• アメリ★に投資しているともいう。 ，

ココア農民が商人になるとともないわけではないが* 上記の事例ゆ,商人がココア農園を所有す 

るものである。.それならぱ商人は産業資本家に艇化する力、，具体的には製造業の分野に進出するか, 
というととれは失敗であ>るといわれる。 ’
独立後の政府はアフリカ人（indigenous)摩業の育成 • 発展を意因して，政府がアプリ力人企業に 

借款を与えたり，またナイジX リアではY a b a や E n u g uに政府が工業地区を造成したりしている。 

注(37) i m , ,  115.
— 27(471)■—
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西アプリ力のアフリカ人商人と市場（下）

(38)
しかしこの種の主要な政府，開発計画め結果はすべてよくない<
その原因として，当の金業家は資本の不足を主張するが，真実の困難は資本の吸収力のはうにあ 

ネ。英語圏西アフリカのColony Development Boardの見解によると，商企業の効率的運営のため 

に要まされる資格を所有しているアフリ力人の多くは，すでに援助を受けなベても自分の努力によ 

って成功しており，資本'不足がその活動に对して唯一のハソディキャップとなっている者の数はき 

わめて少ない。借款を申し込む者は，できるだけ多くの額を獲得しようとしたのち, B o a H の目的 

と関係のない取引や私的目的のためにこれを使ってしまう。そのうえ，借 り 手 に は B oardとの契 

約を履行しなけれぱならないという義辕感が欠如してい(3| 。

産業資本家が育成されない原因として資本不足のほかに，企業経営能力の不足，市場の狭少，輪 . 
入商品と競争があげられる。ナイジュリアのプフリカ乂金i i 家についての調査は,教育と企業の 

成功との間の相関関係は弱いことを示した。経営能力のある企業家の不足が，教言，訓練，経驗の 

不足からではなく，アフリカ人の伝統的な社会‘ 文化的内容と関係しているとすると，.ぎ態は深刻 

である。

，妻が商業を営なむ場合に比較して, 夫は家族に対する義務があるので不利だという観察がある。 

夫は家族員'に対してもるもの，たとえばホを提供することが社会的義務であるとき，彼が繊維製品 

の商業に従事することは，妻がそれに従事する場合よりも不利であるしまた建築資材のような家
(41)

族員に供与する義務のな、、商業に比べても不利である。

. 商人が家屋とココア農園に投資する行動は，長期の安全保障の観点からなされるものであって, 
その意味で令理的行動である。 しがしいくら伝統的社会の枠組の中で合理的であっても，近代的な 

産業資本家の行動としては合理的ではない。南部ガーナのココア農民を研究しおP. H i l lは，農民 

がココケというような，植樹してから5 〜 6 年たたないと結実しないものの生産を,その価格の上 

昇に反応して自発的に企図し, 利潤の中からさらに土地獲得のために投資し, 農園を拡大し,生産
一 （4 ゥ、

を増加させていった行動を，農村資本ま (rural cap ita list)として高く評価している。しかしこ'の評価

に対してP. K ilb yは，士地は部分的にのみ生産要素としてみられており，ココア農民の土地獲得

は貯蓄の一形態つまり長湖の生洒iの保障， 自分の富の象徴，伝統的価値観からなされたものではな
(43)

いかと反論している。 ココア農民からは産業資本家が出てとないところをみると，あるいは Kilby- 
のはうが正しいかもしれない。

P. K ilb yによる 1960〜2 年のナイジキリア全土め2 9 8社 (firm)についての資料と , Har r i sと
注(38) K ilby〔14〕，C h.10 とくに 335.

(39) llnd., 324.
(40) Ibid., 340.
,(41) Garlick〔8〕，99.
( 4 2 )この主张は彼女の著fH, H il l〔1のの全編を;0tぬいている, 
(43〉 Kilby c m  また Garlick〔8〕，101.



西アプリ力のア-フリ力人商人と市場（下） ,
R o w eによを I9 6 5年の 26 8社に対するインタビュー調査の緯果，企業家の前職の背景は第5 まの 

ようになっている。

き 5 まナイジェリケ商人の規模別出身業種

小 中 大 巨大
H & R a
サンプル

農 民 6 一 -- ー 一

商 人 （trader) 9 32 30 21 22
載 人 74 59 50 V 52 45
都 ，管理職 2 9 5 11 ] QQ
教 3 . — 5 11
自由業 1 — 5 5 —
家 事 5 — 5 一 —

100 100 100 100 100
a. Harris and Rowe の調奄 

(出所） K ilby〔14〕，339.
この表によると，企業家の多くは商人と職人層から出ている。Y o ru b aと I b o では，社会的身分

の獲得の手段が富の養積であり，ぞのための手段として企業経営がなされている。 この面について

は，伝統的価値観は近代的企業の発展に積極的役割を果しそうである。 しかし，これはやはり一種

の 目 標 （ta rg et)であって,，目標が達成されると，企業経営の効率そのものには，重点がおかれない
(44) ■ ‘

ことがあ)る。

‘ さらに，より高い社会的身分の獲得が，. 誇示的消費によってなされるような伝統的価t f 観は,金
. • ： • ■ - 、 ，- ， • '•
室の発達に対'して大きな阻言要因となる。市場の狭溢とか輸入商品との競争は，一国の経済発展に 

とっての大きな問題ではあるが， これは通常の経済政策の対象でちる。. これに比較して上E の問題 

は，輸 tU促進とか輸入代替政策にま接関わる問題の範囲を越えている。

：' ■  ,
\  .. . v r a .要 約 .

ニ ' ■ •
■ - ' ' ■

西アフP や9 市場と商人の状態も時代とともに変化しつつある。西ヨーロツバ人が内陸に入って 

くる以前より，長距離商業網は確.立しており，またこれは I b o や H a u saにみられるように特定部 

族と結び'9 いていた。 これと並行して日用必需品の入手と白分の家の生産物を販売するための局地 

的市場がある。後者では商業は生産の最終行程に密着しており，商人は農家の主婦であることがま 

配的である。 , ,
経済史家は自玲自足的農村内で生産性が向上するか, 生産廣素の追加的投入により， r余剩Jが恒 

常的に生廣されるようになると， これをタト.部に販売することによって市;̂易が生まれ,近隣の廣村ネ

法(44〉 K ilby〔14〕# 342 参照。
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西アフリカのアフリカ人商人と市場（下)
つなぎあわせた分業圏として局地的市場圏が形成され，ひいては国民経済に発展するという。 しか 

し 「余剰J の概念にはいくつかの困難がもる。

第 1 は，その；» 村がマルサスのわなに略っていれば，余剰は生まれないということ，第 2 は，全 

剰は価格がゼロのはずであり，外部との交易は外部からの需要の出現によって，国内需要を上回る 

ように■「余剰J 'に生産されるのが理論の教えるところであJるということである。また厳密な自給ま 

足経済は歴史のなかで，どのような原始的社会でもまれである。 しかし，農民の妻のま家製品の販 

売は，「余剰」の販売という概念に最も近いようでる。彼女たちはバートタイム商人であって，ま 

たタ’ーゲツト• マーケッタ.一である。 . . - • .

市場には都市• 嚴村という分類のはかに，定期市と常設市が区別される。常設市は住民の日用品 

の購入が目的であるのに刘■し，定期市は輸入商品その他耐久消費財の取引を特徴としている。人口 

が増加し，食料不足地域となった都市の消費者にとっては，常設市は欠くことができない。定期市 

は長跟離商業に起源をもち，イスラムによって外からもたらされたものという説もある。またアフ 

リカの市場は，かつて諸部族が平和状態になかったときに，居住地域外の中立的な地点に女が出か 

けて財の交換を行なったことに由来し，市の立つ場所は居住地区の中心部ではないことが，西ヨ一 

ロッバi 比較してアフリ力の特徴であるという説ももる。いまのところこれらはまだケース. スタ 

デイによる仮設の域を出ず，西アフリ力全般にたる確寒な資料的な裏付けはまだ十分でないよう 

に思える。常設市はヨーロッパでも日本でもみられたし，また生産者の妻ないし娘が，その生産物 

を都市に売りに行くという形態の商業としては，日本では大原女(頭に物をのせるところまで似ている) 
がある。, 輪島の朝市や神奈川県葉山の百姓市場など，その発生は類似のものであろう。

商業は発展するにつれ，専門化し複雑な業務を要求するようになる。 193び年代から40 年 に か  

けて，K o la商業の多くはH⑩ s a 族のぎ人の手中にあった。K o laを沿岸から北部地域へ運ぶ商業

は，従来の家畜の取引が大資本を耍するのに対して，小資本ですんだ。 したがって，「さまよえる
(45)H a u sa族J にとってK olaは容易に近づける魅力る商業の対象であった。 しかしそのうち競争が

激しくなり，利潤が小さくなってくると，素人は次第に駆塞され，商業は専門化していった。Kola 
商業の場合は長昭離商業であり，H atisaはすでに確立していた家畜その他の商品のための，長距離 

輸送のネットワ''^クをとれに利用した。ただしこのような家畜を极うH a u saや F u la n i商人も , 
市場に家畜を追ってくるのであって，卸売り商と小売り商が同一市場内に並存していることは,前 

に記したように，今日のアフリカホ場でなお特徴的である。 '
商業にも農業と同じく，男女間の性別分業と年齢別分業があり， とくに西アフリ力では前者の分- •

業については，女商人の数の庄倒的大きさが特徴でちる。女商人の起源は，女が活動することに对 

する宗教的束縛がなかったことと，部族問の不和が一般的な時代では，女が抗争中の居住地域の間

法(45) ■ Cohen, dp. cit, Whetham〔19) 154.
— 30 i 4 V 4 )
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西アブ！）力のアプリ力人商人と市場（下）

の中立地帯ズ、の取引を担ったことに求められる。 しかし商業の発展にともない，専門化と所要資本 

の増大により，商業活動もパートタイムからプルタイムに移り，女商人に代わって男商人が増加し 

てくるのが-^般的傾向であろう。

取引量に対して商人の数が多いとと， 1 0 の取弓I量の単位の小さいこと，所要資本量の小さいこ’ 
と，交渉に時間のかかろこと等のアフリカ商業の特徴は，現在の余暇の相対的豊ぎ，資本と:Ik業組 

織.経霄能力の希少という要素賦存量にもとづく経済的な最適配分の結果であるとみることができ 

る。

企業は企業家個人に属するものとみられており，その企業家.が隠退するか死ねば，企業も消減す 

る。成功した企業家はそり利潤を企業の拡張に再投資せず，農園の獲得と家屋の建築に投資する。 . 
この種の行動は社会保障制度の未発達な社会では，老後の保障の対策として肯定される力;，一®の 

経済発展という観点からは問題である。 ，

経済発展が政府によって計画される現状では,このようなアブリ力商業の特徴も変化の過程にあ 

ることは疑いない。産業（工業) 資本家は商人と7職 人 （手工業者）層より出てぺるらしいが，商業であ 

ろうと工業でちろうと経済発展のだめには，近代的制度が要求される。さらに重要な要因は，企業 

家精神の有無である。Max W eb er的表現をとれば，営利欲はバビロンの商人にもみられた。 ケブ 

リ力人も利潤抽出についてあらゆる機会を利用するという点では，きわめて俊敏でもる。 しかし 

近代的な企業家精神は, 伝統的な商業から直接に育成されるものではない。伝統的価値観の支配の 

程度は，東や中央アプリ力に比較すれぱ，西アフリカでは弱いとみられる。 しかしそれにしても 

なお近代的な商業，工業を組織し，経営するための資質は，まだ十分とはいえず，教育投資が必要 

であることはもちろんだが，ここには，たんに教育に投資すれぱ解決するという以上の問題が存在 

する。 （経済学部教授）
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